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さようなら　大湫小学校
３月６日、児童の減少などに伴い、今年の３月で

130年の歴史に幕を閉じる大湫小学校のお別れ会が、
大湫コミュニティーセンターで 嶋市長や地元住民
約120人が出席して行われました。
式典では、全校生徒15人が学校の思い出を語る

「呼びかけ」や、参加者全員による校歌が斉唱される
など、学校との別れを惜しみました。
大湫小学校の児童は、４月からは釜戸小学校に登

校します。

主な内容



進出企業紹介（順不同、敬称略） 

◎問合せ　企業誘致室　1内線468・469

「瑞浪クリエイション・パーク」 が誕生しました！ 「瑞浪クリエイション・パーク」 が誕生しました！ 

企　　業　　名 

日本バルブコントロールズ株式会社 

新日本印刷株式会社 

株式会社アストリム 

アスゲン製薬株式会社 

イリヤ化学株式会社 

業　　　　種 

自動弁、各種制御機器の製造 

印刷物の製造 

健康補助食品の製造 

医薬品の製造及び販売 

化粧品の製造 

本社位置 

名古屋市中村区 

名古屋市天白区 

東京都豊島区 

名古屋市東区 

名古屋市千種区 

業全員が顔合わせするのも始めてということで、やや緊張した雰囲気の中、中小機構中部支部長の挨拶に

より開会。協定書に署名の後、　嶋市長の歓迎と期待の言葉に引き続き、各企業代表者のご挨拶もいただ

きました。その後、記念撮影と合同記者会

見が行われる頃には緊張もほぐれ、和やか

な雰囲気の中、締結式を終了しました。 

現地では、年内に３社が操業を予定して

おり、今後しばらくは建設ラッシュを迎え

そうです。各社、新規採用計画もあり、こ

の協定式が今後の瑞浪市の産業構造を変え

る大きな契機となることを願い、これから

も瑞浪市は企業誘致に邁進いたします。 

2平成17年３月15日



「瑞浪クリエイション・パーク」の概要 

進出企業の皆さんをご紹介します 

３月３日吉日「瑞浪クリエイション・パーク立地協定締結式」 

山田町に21世紀型工業団地 

「瑞浪クリエイション・パーク」 が誕生しました！ 「瑞浪クリエイション・パーク」  が誕生しました！ 
自然災害の少ないまち、瑞浪市。東海環状自動車道の開通により、益々便利になる瑞浪市。
ここ瑞浪市山田町の丘陵地で、独立行政法人中小企業基盤整備機構（略称：中小機構）と瑞
浪市が整備を進めてきた工業団地「瑞浪クリエイション・パーク（略称：瑞浪CP）」が完成
し、この２月から分譲を開始しました。 
この事業は、平成13年度から市の主要事業の一つとして、中小機構・岐阜県・市の協力の
下、地権者と地元山田町のご協力により進められてきました。 
瑞浪市のみならず、東濃地域の産業経済発展への起爆剤として注目を集めています！ 

国道19号一色交差点を駄知町へ向かう途中、左手に見えてくる瑞浪クリエイション・パーク。市営山

田団地の南東に隣接し、瑞浪インターチェンジや国道19号を介した良好な道路交通環境。約26haの丘陵

地帯に２,248㎡から20,560㎡の様々な企業の需要に対応する19区画の工業団地です。 

価格は㎡当たり20,540円から27,870円と周辺他市の工業団地に比べ、低い設定となっています。ま

た、初期投資費用を軽減し企業の進出を促すため、賃貸も可能となっています。 

瑞浪CPは、瑞浪市の複合型産業構造への変革と雇用の場の創出を目指して進められてきました。これ

は「地域不況に強い元気なまちを創り出したい」そして「地元に住んで地元に勤めるという理想の家庭環

境を生み出したい」という願いがこめられています。 

また、瑞浪CPの真ん中を南北に通る市道からは、晴れた日は御嶽山も望められ、歩道や公園の整備と

あいまって良好な環境を作り出しています。この道路は稲津町や駄知町方面への交通渋滞緩和にも役立ち、

あわせて山田町の周辺道路も改良されています。 

全19区画のうち、すでに５区画の申し込み

があり、１区画については工場棟の建設工事

も始まっています。このほど進出企業５社を

お迎えし、工場進出に伴う立地協定式（主催：

瑞浪CP誘致対策協議会）が行われました。 

瑞浪CPに立地する企業と瑞浪市との相互信

頼関係の確認と市民の皆さんへの紹介を目的に、

岐阜県と中小機構を立会人とし、各企業代表

者と　嶋市長が署名を交わしました。進出企

瑞浪市役所　1 68-21113
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３
月
11
日
、
市
内
の
公
立
中
学
６
校
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
419
人
（
瑞
浪
139
人
、
瑞
陵
112
人
、

陶
40
人
、
稲
津
54
人
、
日
吉
30
人
、
釜
戸
44
人
）
が
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
小
学

校
か
ら
中
学
校
ま
で
の
９
年
間
を
１
日
も
休
ま
ず
、
無
欠
席
で
通
学
し
た
11
人
を
紹
介
し
ま
す
。 

よ
く
が
ん
ば
っ
た
ね
９
年
間 

●
　
瑞
浪
中
学
校
　
●

僕
は
幼
稚
園
を
１

日
休
ん
だ
た
め
に
、

皆
勤
賞
と
な
ら
ず
、

そ
れ
が
悔
し
く
て
必

ず
小
中
学
校
で
は
皆

勤
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
今

ま
で
健
康
に
気
を
つ
か
っ
て
過
ご
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
家

族
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

斎木雄太さん

９
年
間
休
ま
ず
に

学
校
に
行
け
た
の

は
、
家
族
や
友
達
・

周
り
の
人
た
ち
の
お

か
げ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
特
に
家
族
の
人
は
一
番
健
康
に
気
を
つ

か
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 土本千夏さん

今
思
え
ば
、
義
務

教
育
９
年
間
は
短
か

っ
た
で
す
。
こ
の
９

年
間
皆
勤
で
き
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

こ
う
し
て
毎
日
健
康
で
学
校
に
通
う
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
家
族
や
周
り
の
方
々
の
お
か
げ
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

水野成美さん

●
　
瑞
陵
中
学
校
　
●

９
年
間
、
一
度
も

休
ま
ず
登
校
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た

が
、
風
邪
を
ひ
い
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
時
は
家
族
が
い
つ

も
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
家
族
に
皆
勤

で
き
た
こ
と
を
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

小栗拓也さん

こ
の
９
年
間
、
１

回
も
休
ま
ず
に
登
校

で
き
た
こ
と
を
誇
り

に
思
い
ま
す
。
そ
の

間
、
充
実
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
友
達
や
家
族
、

先
生
方
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
支

え
て
く
れ
た
方
々
に
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。

古井祐妃さん

●
　
陶
中
学
校
　
●

小
学
生
の
時
は
、

学
校
へ
行
く
の
が

楽
し
か
っ
た
の
で

頑
張
っ
て
毎
日
通

い
ま
し
た
。
中
学

生
の
時
は
、
皆
勤
賞
を
と
れ
る
よ
う
体
調
に

注
意
し
ま
し
た
。
９
年
間
１
回
も
休
ま
ず
に

学
校
へ
来
ら
れ
た
こ
と
は
僕
の
自
慢
で
す
。

乾　祐磨さん

●
　
日
吉
中
学
校
　
●

休
ま
ず
に
登
校

で
き
た
の
は
、「
休

み
た
く
な
い
」
と

い
う
思
い
が
強
か

っ
た
か
ら
で
す
。

体
調
を
崩
す
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
よ
く

睡
眠
を
と
り
治
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
健
康

に
は
気
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

酒井祐輔さん

●
　
釜
戸
中
学
校
　
●

大
切
な
仲
間
達
、

先
生
、
家
族
、
地

域
の
方
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
自
分

だ
け
の
力
で
は
こ

こ
ま
で
成
長
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
感
謝
と
優
し
さ
」

を
忘
れ
ず
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

稲垣昇大さん

●
　
稲
津
中
学
校
　
●

９
年
間
皆
勤
で

き
た
こ
と
を
僕
は

誇
り
に
思
い
ま
す
。

そ
し
て
楽
し
い
学

校
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
自
分
の
力
だ
け
で
な
く
、

家
族
・
先
生
・
友
達
に
支
え
ら
れ
て
い
た
か

ら
で
す
。
み
ん
な
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
健
康
の
大
切
さ
を
思
い
充
実
し

た
高
校
生
活
を
送
り
た
い
で
す
。

青木彩人さん

今
ま
で
学
校
に

休
ま
ず
来
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、

祖
母
が
真
心
を
こ

め
て
作
っ
て
く
れ

た
野
菜
の
お
か
げ
で
す
。
そ
の
真
心
に
応
え

る
た
め
に
も
、
高
校
も
休
ま
ず
に
、
勉
強
や

部
活
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

伊藤遥香さん

僕
は
こ
の
９
年
間

皆
勤
が
で
き
て
本
当

に
良
か
っ
た
で
す
。

休
ま
ず
に
学
校
に
来

る
こ
と
は
、
一
人
で

は
で
き
ま
せ
ん
。
毎
日
僕
を
支
え
て
く
れ
た
家

族
・
友
達
、
そ
し
て
先
生
方
。
そ
の
全
て
の
人

た
ち
に
感
謝
し
ま
す
。 鈴木敬弘さん



瑞浪市役所　1 68-21115

成
重
　
隆
志

委
員
長
　
　
　
今
井
　
秋
男

副
委
員
長
　
　
水
野
　
光
二

委
　
　
員
　
　
早
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貢
治

〃
　
　
　
　
舘
林
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〃
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行

〃
　
　
　
　
柴
田
　
増
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〃
　
　
　
　
余
語
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〃
　
　
　
　
市
川
　
晴
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▼
総
務
文
教
委
員
会

委
員
長
　
　
　
臼
井
　
重
喜

副
委
員
長
　
　
水
野
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員
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井
　
秋
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郎

〃
　
　
　
　
渡
辺
　
千
介

〃
　
　
　
　
溝
口
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八
郎

▼
市
民
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員
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委
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山
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委
　
　
員
　
　
成
重
　
隆
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村
　
智
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三
浦
　
啓
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〃
　
　
　
　
勝
股
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市
川
　
晴
宣

▼
経
済
建
設
委
員
会

委
員
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日
比
野
　
昭
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委
員
長
　
　
早
川
　
貢
治

委
　
　
員
　
　
泉
　
　
碩
也

〃
　
　
　
　
酒
井
　
宣
行

〃
　
　
　
　
栗
木
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〃
　
　
　
　
長
井
　
君
江

〃
　
　
　
　
余
語
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二

▼
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都
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リ
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研
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委
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委
　
　
員
　
　
泉
　
　
碩
也

〃
　
　
　
　
余
語
　
範
二

〃
　
　
　
　
舘
林
　
辰
郎

〃
　
　
　
　
成
重
　
隆
志

〃
　
　
　
　
山
田
　
実
三

▼
瑞
恵
バ
イ
パ
ス
・
ダ
ム
整
備

特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
　
酒
井
　
宣
行

副
委
員
長
　
　
三
浦
　
啓
子

委
　
　
員
　
　
水
野
　
光
二

〃
　
　
　
　
溝
口
昭
八
郎

〃
　
　
　
　
日
比
野
　
昭

〃
　
　
　
　
今
井
　
秋
男

〃
　
　
　
　
市
川
　
晴
宣

▼
瑞
浪
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
・
パ
ー
ク

建
設
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
　
勝
股
　
　
敬

副
委
員
長
　
　
足
立
　
　
亘

委
　
　
員
　
　
早
川
　
貢
治

〃
　
　
　
　
渡
辺
　
千
介

〃
　
　
　
　
柴
田
　
増
三

〃
　
　
　
　
臼
井
　
重
喜

〃
　
　
　
　
長
井
　
君
江

渡
辺
　
千
介

栗
木
　
　
基

早
川
　
貢
治

渡
辺
　
千
介

小
村
　
智
昇

監
査
委
員
、
議
会
運
営
委
員
会
、
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
の
委

員
構
成
も
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

平
成
17
年
第
一
回
市
議
会
定
例
会
が
２
月
25
日
に
開
会
、

市
議
会
議
長
を
始
め
と
す
る
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に

渡
辺
　
千
介
氏
（
74
歳
、
無
所
属
）、
副
議
長
に
泉
　
碩
也
氏

（
69
歳
、
無
所
属
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

議
長
に

渡
辺
千
介
氏

副
議
長
に
泉
　
碩
也
氏

平成７年２月に初当選、現在３期目。
この間、副議長（平成14年）、監査委員
（平成13年）、経済建設委員長（平成12年）、
総務文教委員長（平成16年）などを歴任。

こ
の
た
び
皆
様
方
の
ご
推
挙

に
よ
り
、
議
長
の
要
職
に
就
任

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

低
迷
す
る
経
済
の
も
と
単
独

市
政
の
今
、
行
財
政
に
メ
ス
を

入
れ
安
定
し
た
財
政
基
盤
づ
く

り
、
待
望
の
瑞
浪
ク
リ
エ
イ
シ

ョ
ン
・
パ
ー
ク
完
成
に
よ
る
若

い
人
々
の
定
住
、雇
用
の
拡
大
、

み
ず
な
み
教
育
の
め
ざ
す
人
材

育
成
、
少
子
高
齢
社
会
に
対
応

す
る
福
祉
政
策
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
手
を
取
り
合
っ
て
”住
ん

で
み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た

み
ず
な
み
市
“
実
現
の
た
め
、

円
滑
な
議
会
運
営
に
尽
力
す
る

心
算
で
す
。

議長　渡辺千介 氏

常
任
委
員
会

監
査
委
員

特
別
委
員
会

東
濃
西
部
広
域
行
政

事
務
組
合
議
会
議
員

東
濃
農
業
共
済

事
務
組
合
議
会
議
員

議
会
運
営
委
員
会

議議議議
会会会会
だだだだ
よよよよ
りりりり



六
ヶ
所
村
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設 

視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト 

各
施
設
を
見
学
し
て 

　
平
成
16
年
９
月
23
日
か
ら
25
日
の
３
日
間
、
電
源
立

地
地
域
対
策
交
付
金
事
業
の
広
報
事
業
と
し
て
、
青
森

県
六
ヶ
所
村
を
中
心
に
市
民
24
人
の
方
が
視
察
研
修
に

参
加
し
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
方
の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
感
想
を
報
告
し
ま
す
。 

　
六
ヶ
所
村
訪
問
は
今
回
で
４
回
目
と
な
り
ま
す
。 

　
今
回
の
視
察
先
は
、
①
む
つ
小
川
原
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー

ム
（
風
力
発
電
施
設
）
、
②
む
つ
小
川
原
石
油
備
蓄
基

地
、
③
日
本
原
燃
株
式
会
社
（
ウ
ラ
ン
濃
縮
工
場
、
低

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
埋
設
セ
ン
タ
ー
、
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
貯
蔵
管
理
セ
ン
タ
ー
）
④
六
ヶ
所
村
役
場

で
し
た
。 

○
参
加
者
の
感
想
（
抜
粋
） 

・
多
く
の
人
（
特
に
若
い
人
）
に
参
加
し
て
ほ
し
い 

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
六
ヶ

所
村
の
姿
勢
が
す
ば
ら
し
い 

・
「
む
つ
小
川
原
開
発
」
の
広
大
な
敷
地
と
原
子
力
関

連
施
設
を
含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設
の
規
模
に
は

驚
い
た 

・
「
安
全
」
と
い
う
こ
と
が
如
何
に
大
切
か
を
思
い
知

ら
さ
れ
た 

・
真
の
情
報
公
開
を
望
む 

・
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
不
安
を
残
さ
な
い
よ
う

な
政
策
に
し
て
欲
し
い 

※
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
視
察
は
有
意
義
で
あ
っ
た

こ
と
や
今
後
も
っ
と
多
く
の
皆
さ
ん
に
視
察
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

▼
釜
戸
町
　
中
根
良
亨
さ
ん
の
感
想 

　
こ
の
度
、
む
つ
小
川
原
に
於
け
る
開
発
事
業
に
つ
い

て
、
見
学
で
き
る
機
会
を
与
え
て
頂
き
ま
し
た
事
に
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
我
が
国
の
中
で
も
本
土
の
最
北
端
に
位
置
し
、
自
然

環
境
を
含
め
あ
ま
り
他
に
類
を
見
な
い
厳
し
い
地
域
が
、

地
域
住
民
の
将
来
と
今
後
の
生
き
残
り
を
か
け
て
、
他

地
域
に
先
駆
け
国
の
施
策
の
一
端
を
担
う
こ
と
を
、
自

ら
の
政
治
生
命
を
か
け
て
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
た
指
導

者
の
こ
の
行
為
・
行
動
は
全
く
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま

し
た
。
今
で
こ
そ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
危
機
が
国
民
に
定

着
し
て
い
ま
す
が
、
は
る
か
以
前
に
行
わ
れ
た
事
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。 

　
村
の
年
間
予
算
に
占
め
る
交
付
金
を
は
じ
め
と
し
た

歳
入
率
の
高
さ
は
、
出
稼
ぎ
率
の
低
減
化
、
県
民
一
人

当
た
り
の
賃
金
レ
ベ
ル
の
高
揚
、
財
政
力
指
数
の
高
数

値
な
ど
様
々
な
生
活
基
盤
の
安
定
確
保
に
寄
与
し
、
ま

た
、
新
規
企
業
の
積
極
的
誘
致
促
進
等
明
の
部
分
と
、

そ
の
反
面
人
材
の
育
成
を
原
点
に
、
設
備
の
充
実
、
環

境
保
全
、
交
通
網
の
充
実
、
安
全
の
確
保
等
様
々
な
問

題
点
を
残
し
な
が
ら
も
更
な
る
新
規
計
画
を
推
進
し
た

い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
あ
と
40
年
間
は
こ
の
ま
ま
の
状

況
を
維
持
し
、
現
在
Ｅ
Ｕ
と
六
ヶ
所
村
の
綱
引
き
が
行

わ
れ
て
い
る
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）
の

誘
致
問
題
へ
の
積
極
的
取
り
組
み
、
村
民
の
原
子
力
の

村
と
し
て
の
誇
り
、
そ
こ
に
将
来
の
姿
を
求
め
る
住
民

の
夢
み
た
い
な
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
但
し
、
安
全
に

対
す
る
地
域
住
民
の
姿
勢
と
裏
腹
に
、
こ
の
開
発
そ
の

も
の
が
一
部
に
は
公
表
さ
れ
な
い
事
実
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
国
・
県
等
許
可
権
者
が
し
っ
か
り
と
し
た
監
督
・
指

導
を
す
べ
き
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
重
大
さ
が
改
め

て
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
は
瑞
浪
に
も

相
通
ず
る
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。 

　
上
記
か
ら
現
在
瑞
浪
市
に
て
進
め
ら
れ
て
い
る
超
深

地
層
研
究
所
の
計
画
は
、
あ
る
意
味
で
は
全
く
同
じ
レ

ベ
ル
で
あ
る
が
、
六
ヶ
所
村
の
広
大
な
地
域
と
施
設
を

目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
当
地
の
施
設
は
研
究
所
と
し

て
の
役
割
が
こ
の
地
に
与
え
ら
れ
、
ま
た
こ
の
こ
と
が

使
命
か
な
と
も
思
い
ま
し
た
。
浅
学
な
私
に
は
こ
の
施

設
の
内
容
に
つ
い
て
詳
細
は
知
る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
よ
う
な
六
ヶ
所
村
で
の
大
規
模
な
取
り
組
み
が
、

地
域
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
地
域
振
興
に
ど

の
よ
う
に
役
立
っ
て
い
く
の
か
に
興
味
を
抱
き
ま
し
た
。 

　
風
力
発
電
へ
の
依
存
率
は
技
術
の
進
歩
と
共
に
増
加

の
道
を
歩
む
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
原
子
力
の
火
は
更

に
必
要
度
が
高
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
Ｍ

Ｏ
Ｘ
燃
料
（
使
用
済
み
燃
料
の
再
処
理
工
場
で
取
り
出

し
た
ウ
ラ
ン
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
作
ら

れ
る
燃
料
）
計
画
の
推
進
と
そ
の
安
全
対
策
は
重
要
課

題
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

　
住
民
参
加
を
前
提
と
し
て
、
見
え
な
い
、
聞
こ
え
な

い
、
匂
わ
な
い
も
の

に
如
何
に
対
応
で
き

る
か
が
課
題
で
あ
る

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

情
報
公
開
の
原
則
に

基
づ
い
て
も
公
開
で

き
な
い
現
実
が
あ
り

そ
れ
も
問
題
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
20

代
、
30
代
、
40
代
、

50
代
、
60
代
、
70
代

と
年
代
別
に
こ
う
い
っ

た
研
修
の
機
会
を
計

画
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。 

6平成17年３月15日



編
集
後
記 

▼
明
世
町
月
吉
　
成
瀬
徳
夫
さ
ん
の
感
想 

　
視
察
前
の
自
分
自
身
の
事
前
知
識
と
し
て
、
青
森
県

六
ヶ
所
村
は
、
気
象
条
件
の
悪
い
不
毛
の
土
地
で
あ
る

た
め
核
燃
料
の
村
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
い
ざ
、
視
察
に
参
加
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
現
在
主

流
の
燃
料
で
あ
る
石
油
備
蓄
施
設
（
492
万
kl
）
エ
コ
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
日
本
最
大
級
の
風
力
発
電
施
設
（
３
３
、

０
０
０
kw
、
22
基
）
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
の
将
来

を
見
つ
め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
村
で
あ
る
こ
と
で
す
。 

　
毎
年
増
え
続
け
る
電
力
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
現

在
、
全
国
で
52
基
の
原
子
力
発
電
所
が
稼
働
し
て
い
ま

す
。
使
用
す
れ
ば
当
然
の
事
な
が
ら
使
用
済
燃
料
と
廃

棄
物
が
出
ま
す
。
廃
棄
物
の
処
理
は
、
電
気
の
恩
恵
を

受
け
て
い
る
全
国
民
が
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
六
ヶ
所
村
で
は
、
日
本
原
燃
㈱
が
３
３
５
・
３
ha
の

広
大
な
土
地
で
ウ
ラ
ン
濃
縮
工
場
・
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
工
場
・

再
処
理
工
場
・
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
埋
設
セ
ン
タ
ー
・

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
貯
蔵
管
理
セ
ン
タ
ー
の
原
子

燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
で
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
は
、
む
つ
小
川
原
港
か
ら
専
用
道

路
を
専
用
輸
送
車
両
（
積
載
荷
重
150
ｔ
）
で
貯
蔵
管
理

セ
ン
タ
ー
ま
で
輸
送
し
て
い
ま
す
。
高
レ
ベ
ル
・
低
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
に
は
広
大
な
土
地
と
、
近

接
す
る
港
湾
設
備
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

　
六
ヶ
所
村
は
、
地
元
住
民
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
、

固
定
資
産
税
収
入
及
び
電
源
三
法
に
よ
る
各
種
交
付
金

制
度
を
利
用
し
財
政
が
豊
か
で
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル

施
設
と
共
存
共
栄
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

　
瑞
浪
超
深
地
層
研
究
所
で
の
研
究
は
、
国
民
に
与
え

ら
れ
た
使
命
で
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
理
解
と
協
力

に
よ
り
推
進
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
と

も
安
全
確
保
・
環
境
保
全
等
に
係
る
市
民
の
理
解
促
進

に
も
努
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
跡
利
用

の
方
法
も
市
民
参
加
で
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
最
後
に
、
今
回
の
視
察
に
ご
一
緒
頂
い
た
方
々
と
真

剣
に
勉
強
で
き
た
事
に
対
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

                  

▼
明
賀
台
　
西
尾
裕
美
さ
ん
の
感
想 

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
ほ
と
ん
ど
を
海
外
か
ら
の
輸
入

に
頼
っ
て
い
る
日
本
に
と
っ
て
、
安
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
確
保
が
必
要
な
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

地
球
温
暖
化
の
原
因
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
化
石
燃

料
資
源
へ
の
依
存
で
は
な
く
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
で
あ
る

「
ウ
ラ
ン
資
源
」
へ
の
期
待
が
高
ま
る
の
も
自
然
な
流

れ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
ウ
ラ
ン
濃
縮
工
場
、
再
処
理
工
場
、
低
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
埋
設
セ
ン
タ
ー
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

貯
蔵
管
理
セ
ン
タ
ー
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
工
場
等
耳
慣
れ
な

い
様
々
な
施
設
を
詳
細
に
説
明
し
て
頂
き
驚
く
こ
と
ば

か
り
で
し
た
。 

　
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
大
規

模
な
再
処
理
工
場
が
す
で
に
約
40
年
間
に
わ
た
り
運
転

を
続
け
て
い
る
と
の
事
で
す
が
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
を
ガ
ラ
ス
固
化
体
と
し
、
最
終
処
分
に
向
け
搬
出

す
る
ま
で
の
30
年
〜
50
年
間
、
一
時
的
に
貯
蔵
管
理
す

る
と
い
う
事
で
す
の
で
、
詳
細
な
情
報
を
的
確
に
公
開

し
て
頂
く
必
要
性
も
併
せ
て
感
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。 

　
情
報
を
最
大
限
公
開
し
、
万
全
な
安
全
確
保
と
災
害

防
止
対
策
を
確
立
し
、
公
害
の
未
然
防
止
、
自
然
環
境

の
保
持
に
努
め
る
と
共
に
、
地
域
社
会
と
共
生
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
瑞
浪
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
超
深
地

層
研
究
計
画
が
推
進
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

市
民
全
員
が
原
子
力
関
連
施
設
に
関
心
を
持
ち
、
納
得

の
出
来
る
情
報
を
広
く
開
示
し
て
頂
き
、
論
議
を
つ
く

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
最
後
に
、
六
ヶ
所
村
視
察
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
事
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

　
今
回
参
加
さ
れ
た
方
々
の
感
想
で
は
、
「
も
っ
と
情

報
公
開
を
望
む
」
、
「
も
っ
と
広
報
活
動
を
し
て
欲
し

い
」
と
い
う
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
超
深
地
層
研
究
所
建
設
計
画
が
瑞
浪
に
も
た
ら
さ
れ

て
ち
ょ
う
ど
10
年
が
経
ち
、
現
在
、
研
究
所
の
建
設
は

順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
研
究
所
の
立
地
が
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
環
境
問
題
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
頂
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
日
頃
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
用
し
て
い
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
原
子
力
を
除
い
た
実
質
自
給
率
４
％
の
日
本
）

に
つ
い
て
、
取
り
分
け
現
在
の
生
活
環
境
の
中
で
切
り

離
す
こ
と
の
で
き
な
い
電
力
に
つ
い
て
、
私
た
ち
は
も
っ

と
知
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

◎
担
　
当
　
学
園
都
市
推
進
室
　
1
内
線
３
３
３ 
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みんなの広場みんなの広場みんなの広場

新
曲「
ソ
ー
ラ
ン
音
頭
」振
付
を
披
露 

山
中
さ
ん
が
柔
道
全
国
大
会
に
出
場 

熱
き
想
い
の
タ
ス
キ
を
繋
ぐ 

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
冬
季
交
流
会
結
果（
敬
称
略
） 

陶児童館 　
２
月
20
日
、
鳴
子
踊
り
チ
ー
ム
「
バ
サ
ラ
瑞
浪
」
が
、

新
曲
「
ソ
ー
ラ
ン
音
頭
」
の
振
付
披
露
と
そ
の
練
習
会

を
市
民
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。 

　
「
ソ
ー
ラ
ン
音
頭
」
は
、
商
店
街
の
活
性
化
を
目
指

し
て
落
語
家
の
桂
三
枝
さ
ん
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
新

曲
で
、
昨
年
12
月
の
「
バ
サ
ラ
カ
ー
ニ
バ
ル
」
で
は
、

そ
の
歌
い
手
も
決
定
し
ま
し
た
。 

　
チ
ー
ム
の
指
導
員
に
よ
り
新
曲
の
振
付
が
披
露
さ
れ

た
後
、
約
200
人
が
参
加
し
て
そ
の
練
習
会
も
行
わ
れ
、

今
後
は
、
６
月
に
札
幌
で
開
催
さ
れ
る
「
第
14
回
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
」
に
向
け
て
練
習
が
積
み

重
ね
ら
れ
て
い
き
ま
す
。 

　
３
月
19
日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
る
「
第
27
回
全
国

高
校
柔
道
選
手
権
」
に
出
場
す
る
、
瑞
浪
高
校
１
年
生

の
山
中
美
香
さ
ん
（
明
世
町
）
が
２
月
22
日
、
市
役
所

を
訪
れ
、
　
嶋
市
長
に
大
会
で
の
健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。 

　
山
中
さ
ん
は
、
１
月
に
行
わ
れ
た
同
大
会
の
県
予
選
、

女
子
78
㌔
超
級
で
優
勝
し
全
国
の
切
符
を
手
に
入
れ
ま

し
た
。 

　
払
い
腰
が
得
意
と
い
う
山
中
さ
ん
は
「
今
回
は
自
分

に
と
っ
て
初
め
て
の
全
国
大
会
で
、
挑
戦
す
る
つ
も
り

で
自
分
の
柔
道
を
し
て
き
た
い
」
と
大
会
へ
の
意
気
込

み
を
語
る
と
、
　
嶋
市
長
は
「
今
ま
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
ぜ
ひ
払
い
腰
を
決
め
て
く
だ

さ
い
。
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。 

　
２
月
27
日
、
陶
町
で
「
第
41
回
陶
一
周
駅
伝
競
走
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
陶
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
た
大
会
に
は
、

14.9
㎞
の
Ａ
コ
ー
ス
と
、
11.7
㎞
の
Ｂ
コ
ー
ス
に
市
内
外
か

ら
参
加
し
た
約
100
チ
ー
ム
の
選
手
が
健
脚
を
競
い
合
い

ま
し
た
。 

《
混
合
の
部
》
優
勝 

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
　
コ
パ
デ
ィ
ア
カ 

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
　
サ
ウ
ン
ド 

《
女
子
の
部
》
優
勝 

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
　
Ｔ
，
Ｓ
，
Ｃ
，
Ｌ 

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
　
サ
ウ
ン
ド
Ｍ
Ｉ
Ｘ 

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
　
Ｚ
Ｏ
Ｏ 

Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
　
フ
レ
ン
ズ
　
Ｂ 
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見てね！ 見てね！ 

みんなの広場みんなの広場

ド
ブ
ガ
イ
が
お
引
っ
越
し 

陶児童館陶児童館 陶児童館 

長谷川大祐ちゃん 
（３歳） 
陶町水上 

小木曽亜依ちゃん 
（３歳） 
陶町水上 

だいすけ あ　い 

善
意 

暖
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

「
瑞
浪
陶
磁
資
料
館
友
の
会
」作
品
展 

「
竜
吟
の
森
で
春
を
味
わ
う
」 

「
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
」委
員
の
募
集 

第
９
回
瑞
浪
高
等
学
校
文
化
部
発
表
会 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
お
り
べ
チ
ャ
ン
ネ
ル（
６
Ｃ
Ｈ
） 

３
月
19
日（
土
）〜
25
日（
金
）
９
時
・
12
時
・
21
時 

Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
ｌ
ｙ
お
り
べ 

　
　
　
「
み
ず
な
み
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
」 

　
市
民
図
書
館
か
ら
、瑞
浪
市
出
身
・
創
作
絵
本
作
家「
村
上

康
成
の
原
画
展
・
講
演
会
」の
お
知
ら
せ
が
放
映
さ
れ
ま
す
。 

▽
日
比
野
　
鑑
三
　
様
　
　
　
五
万
円
　
社
会
福
祉
事
業
に 

「
瑞
浪
陶
磁
資
料
館
友
の
会
」
は
当
館
が
開
館
し
た
昭

和
55
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
は
20
代
か
ら
90
代
の

幅
広
い
年
齢
層
で
87
人
の
会
員
が
所
属
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
は
東
濃
地
方
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
方
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。 

・
期
　
間
　
３
月
18
日（
金
）〜
３
月
27
日（
日
） 

　
　
　
　
　
９
時
〜
17
時
ま
で 

・
休
館
日
　
３
月
22
日
、
23
日 

・
入
館
料
　
大
人
200
円
　
小
中
学
生
100
円 

◎
問
合
せ
　
瑞
浪
陶
磁
資
料
館
　
1
６
７
‐
２
５
０
６ 

　
ギ
フ
チ
ョ
ウ
や
シ
デ
コ
ブ
シ
な
ど
、
春
の
竜
吟
の
森

を
感
じ
な
が
ら
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

・
日
　
時
　
４
月
９
日（
土
）
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

・
内
　
容
　
竜
吟
の
森
と
滝
で
癒
し
の
ひ
と
時 

　
　
　
　
（
雨
天
時
は
屋
内
） 

・
講
　
師
　
山
本
喜
美
江
　
氏 

（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
） 

・
対
　
象
　
子
ど
も
〜
一
般（
定
員
20
人
） 

・
参
加
費
　
100
円 

・
締
　
切
　
４
月
３
日（
日
） 

◎
申
込
・
問
合
せ 

　
自
然
ふ
れ
あ
い
館
　
1
６
３
‐
０
０
１
５ 

　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
６
３
‐
０
０
１
６ 

　
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
等
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
審
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。 

・
募
集
人
員
　
２
人 

・
委
員
の
任
期
　
２
年 

・
応
募
資
格
　
ご
み
問
題
に
関
心
の
あ
る
市
内
在
住
の
方 

・
申
込
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
ご
み
対
策
な
ど
に
つ
い
て
800
字
程

度
の
レ
ポ
ー
ト
を
４
月
８
日（
金
）ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。 

◎
問
合
せ
　
環
境
課
　
1
内
線
４
９
０
・
４
９
１ 

・
日
　
時
　
３
月
21
日（
月
）
開
場
12
時
　
開
演
13
時 

・
場
　
所
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
　
入
場
無
料 

　
　
　
　
　
※
茶
道
部
に
よ
る
呈
茶
あ
り
　
先
着
40
人 

◎
問
合
せ
　
瑞
浪
高
等
学
校
　
1
６
８
‐
４
１
６
１ 

　
３
月
１
日
、
土
岐
小
学
校
前
の
土
岐
川
河
川
敷
で
「
ド

ブ
ガ
イ
引
越
し
大
作
戦
」
が
同
校
５
年
生
の
児
童
と
地

元
住
民
ら
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
現
在
同
河
川
敷
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
河
川
を
遊
び

場
、
自
然
体
験
の
場
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
「
水
辺
の
楽
校（
が
っ
こ
う
）」
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
そ
の
工
事
に
よ
っ
て
住
み

場
を
失
う
ド
ブ
ガ
イ
を
守
ろ
う
と
、
約
300
㍍
上
流
に
作
っ

た
人
工
池
に
移
す
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
作
業
は
、
地
元
住
民
や
工
事
関
係
者
、
市
職
員
が
掘

り
起
こ
し
た
約
400
個
の
ド
ブ
ガ
イ
を
、
児
童
が
観
察
し

体
長
な
ど
を
測
っ
た
あ
と
池
に
移
さ
れ
ま
し
た
。 

　
池
に
は
生
態
系
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
と
、
一
緒
に

生
息
し
て
い
た
カ
ワ
ム
ツ
や
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
も
引
越
し

さ
せ
ま
し
た
。 
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歴
史
案
内
人
養
成
講
座 

受
講
生
募
集 

体
育
施
設
ナ
イ
タ
ー
利
用
受
付 

体
育
施
設
ナ
イ
タ
ー
利
用
受
付 

地
球
回
廊
　
春
休
み
企
画 

地
球
回
廊
　
春
休
み
企
画 

こ
ん
な
恐
竜
い
た
ら
い
い
な 

こ
ん
な
恐
竜
い
た
ら
い
い
な 

恐
竜
の
絵
を
一
般
公
募 

奨
学
金
制
度
の
ご
案
内 

デ
ス
モ
く
ん
の
恐
竜
ク
イ
ズ 

生涯学習施設　生涯学習施設　４月の休館日月の休館日 生涯学習施設　４月の休館日 

　
ふ
る
さ
と
瑞
浪
の
歴
史
や
文
化
に

つ
い
て
勉
強
し
、
歴
史
案
内
人
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
今
年
度
は
各
地
域
ご

と
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
作
り

ま
す
。 

○
期
日
　
５
月
14
日（
土
）開
講
、
以
後

毎
月
第
２
土
曜
日
に
開
催（
全
10
回
） 

○
会
場
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー 

○
受
講
料
　
500
円（
保
険
料
含
む
） 

◎
申
込
・
問
合
せ
　
文
化
課
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　
　
1
６
６
‐
１
１
２
１ 

　
春
休
み
期
間
中
に
「
デ
ス
モ
く
ん

の
恐
竜
ク
イ
ズ
」
を
行
い
ま
す
。
ぜ

ひ
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
期
間
　
３
月
26
日（
土
）〜 

　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
３
日（
日
） 

○
会
場
　
地
球
回
廊 

○
内
容
　
小
学
生
・
中
学
生
向
け
の

ミ
ニ
ク
イ
ズ
。
全
問
正
解
者
に
は
、

素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
さ
し
あ
げ

ま
す
。 

※
１
日
あ
た
り
、
平
日
25
人
、
休
日

50
人
限
定
。
幼
児
に
も
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。 

　
地
球
回
廊
で
は
、
「
こ
ん
な
恐
竜

い
た
ら
い
い
な
」
と
題
し
て
自
由
な

発
想
で
描
く
恐
竜
の
絵
を
募
集
し
ま
す
。 

○
対
象
　
幼
児
・
小
学
生 

○
規
格
　
Ｂ
４
サ
イ
ズ
　
画
材
は
自
由 

○
出
品
点
数
　
１
人
１
点 

○
募
集
期
間
　
４
月
１
日（
金
）〜 

　
　
　
　
　
　
　
６
月
30
日（
木
）必
着 

○
応
募
方
法
　
作
品
の
裏
面
に
次
の

事
項
を
記
入
し
、
郵
送
す
る
か
地

球
回
廊
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

　
作
品
の
題
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名（
ふ
り
が
な
）年
齢（
小
学
生
は

学
年
も
）・
電
話
番
号
・
性
別 

※
優
秀
な
作
品
に
は
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
す
。 

※
団
体
で
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。 

※
作
品
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。 

◎
応
募
・
問
合
せ 

地
球
回
廊
　
1
６
８
‐
９
９
５
０ 

〒
５
０
９
‐
６
１
３
３ 

瑞
浪
市
明
世
町
戸
狩
６
７
‐
１ 

　
こ
の
制
度
は
、
優
秀
な
学
力
・
資

質
を
持
ち
な
が
ら
、
経
済
的
理
由
で

就
学
が
困
難
な
高
校
生
・
大
学
生
を

援
助
す
る
も
の
で
す
。
奨
学
金
の
貸

与
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次
の
と
お
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

○
資
格
　
高
等
学
校
・
大
学（
短
期
大

学
を
含
む
）に
進
学
す
る
方
、
在
学

し
て
い
る
方
で
、
瑞
浪
市
に
１
年

以
上
居
住
し
て
い
る
方 

○
奨
学
金
額 

　
高
等
学
校
　
月
額
２
万
円
以
内 

　
大
学
・
短
大
　
月
額
３
万
円
以
内 

　
７
月
・
11
月
・
２
月
に
そ
れ
ぞ
れ

４
カ
月
分
を
ま
と
め
て
交
付
し
ま
す
。 

○
償
還
方
法
　
卒
業
後
10
年
以
内
に

償
還
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ

の
奨
学
金
は
無
利
子
で
す
。 

○
選
考
人
員
　
若
干
名 

○
申
込
期
限
　
４
月
28
日（
木
） 

○
申
込
方
法
　
奨
学
金
願
書
に
必
要

書
類
を
添
え
て
教
育
委
員
会
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
５
月
末
ま

で
に
選
考
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

◎
問
合
せ
　
願
書
等
用
紙
の
配
布 

　
教
育
委
員
会
総
務
課 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
内
線
４
６
１ 

　
体
育
施
設
の
ナ
イ
タ
ー
を
利
用
希

望
の
方
は
、
次
の
と
お
り
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 

○
期
間
　
４
月
６
日（
水
） 

　
　
　
　
　
　
　
〜
10
月
31
日（
月
） 

○
利
用
申
込 

市
民
野
球
場
・
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
申
込
先
＝
市
民
体
育
館（
電
話

予
約
不
可
） 

樽
の
上
野
球
場
の
申
込
先
＝
瑞
浪

地
区
ナ
イ
タ
ー
運
営
委
員
会
　
大
西 

　
　
　
　
　
1
６
８
‐
７
４
７
１ 

※
申
し
込
み
は
、
利
用
月
の
前
月
１

日
か
ら
受
付
け
ま
す
。 

◎
問
合
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
　
　
　
　
　
1
６
８
‐
０
７
４
７ 

４日、11日、18日、25日 
４日、11日、18日、22日、25日 
５日、12日、19日、26日 
 
 
４日、11日、18日、25日 
 
 
４日、11日、18日、25日 
７日、14日、21日、28日 

総合文化センター 
市 民 図 書 館  
市 民 体 育 館  
化 石 博 物 館  
陶 磁 資 料 館  
市之瀬記念美術館 
地 球 回 廊  
自然ふれあい館  
サイエンスワールド 
文 化 会 館  

は ぐ く み は ぐ く み は ぐ く み 教育委員会 
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当
同
好
会
は
昭
和
58
年
４
月
に
発
足

し
ま
し
た
。
瑞
浪
大
橋
下
の
土
岐
川
河

川
敷
に
使
用
許
可
を
得
て
、
当
初
は
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
と
し
て
自
主
整
備
し
区

内
高
齢
者
が
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
お
り

ま
し
た
。

平
成
６
年
に
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
に
改

造
し
、
現
在
の
10
ホ
ー
ル
の
コ
ー
ス

（
約
170
ｍ
）
を
設
け
ま
し
た
。

設
定
打
数
を
105
打
と
決
め
、
４
周
約

680
ｍ
を
１
時
間
10
分
ほ
ど
か
け
て
、
打

数
の
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
に
一
喜
一
憂

し
な
が
ら
廻
り
ま
す
。

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
70
〜
80
歳
の
超

高
齢
者
と
な
り
ま
し
た
が
、
天
気
の
良

い
日
に
、
秋
冬
は
午
後
２
時
〜
３
時
半

ま
で
、
春
夏
は
午
後
３
時
〜
４
時
半
ま

で
健
康
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
に
励
ん

で
い
ま
す
。

今
年
の
延
べ
参
加
者
数
は
、

４
月
（
129
人
）

５
月
（
98
人
）

６
月
（
37
人
）

７
月
（
59
人
）

８
月
（
73
人
）

９
月
（
35
人
）

10
月
（
38
人
）

11
月
（
69
人
）

12
月
（
27
人
）

１
月
（
全
休
）

２
月
（
25
人
　
２
月
15
日
現
在
）

で
し
た
。

各
人
の
記
録
は
１
カ
月
毎
に
集
計
し

成
績
優
秀
な
人
に
Ｍ
Ｖ
Ｐ
（
月
間
賞
）

を
授
与
し
て
い
ま
す
。

９
月
25
日
の
夜
、
洪
水
で
川
辺
の
ホ

ー
ル
が
流
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
修

復
に
は
約
３
立
方
メ
ー
ト
ル
の
表
土
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
が
、
助
成
金
を
活

用
し
て
復
旧
も
速
や
か
に
行
い
、
現
在

も
プ
レ
ー
を
続
け
る
事
が
で
き
ま
す
。

引
き
こ
も
り
が
ち
な
長
寿
会
会
員
が

こ
の
ゴ
ル
フ
場
へ
好
ん
で
参
加
頂
け
る

よ
う
、
環
境
作
り
と
同
好
会
の
運
営
に

も
心
配
り
し
て
お
り
ま
す
。

プ
レ
ー
後
の
一
休
み
の
時
、
老
後
の

健
康
保
持
が
話
題
に
な
り
ま
す
。
健
康

保
持
の
秘
訣
は
、
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
に
通

い
、
仲
間
と
の
会
話
と
プ
レ
ー
を
楽
し

み
な
が
ら
、
元
気
な
日
々
を
送
る
こ
と

で
す
。

生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ

H16
栄
町
長
寿
会

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
同
好
会

代
表
　
大
林
と
め
子

「
一
人
一
人
に
確
か
な
学
力
を
」 

今
学
校
学
校
で
は
 

今
学
校
学
校
で
は
 

今
学
校
学
校
で
は
 

今
学
校
で
は
 瑞

陵
中
学
校
 

瑞
陵
中
学
校
で
は
、
基
礎
的
・
基
本

的
な
力
を
ど
の
生
徒
に
も
定
着
し
て
い

く
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

一
つ
目
に
は
、「
課
題
は
わ
か
り
や

す
い
で
す
か
」「
プ
リ
ン
ト
は
役
に
立

ち
ま
し
た
か
」「
考
え
る
時
間
は
十
分

あ
り
ま
し
た
か
」
な
ど
授
業
の
進
め
方

に
つ
い
て
、
生
徒
が
評
価
し
た
結
果
を

も
と
に
、授
業
の
改
善
を
し
て
い
ま
す
。

二
つ
目
に
、
学
習
形
態
や
学
習
過
程

を
工
夫
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
１
、
２

年
生
の
数
学
と
英
語
の
授
業
で
は
、
１

学
級
を
２
つ
の
教
室
に
分
け
、
教
師
が

一
人
ず
つ
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
生
徒

た
ち
は
、「
気
軽
に
質
問
で
き
る
」「
発

言
回
数
が
増
え
授
業
に
積
極
的
に
参
加

で
き
る
」「
わ
か
る
ま
で
丁
寧
に
教
え

て
も
ら
え
る
」
な
ど
の
理
由
で
「
よ
く

わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
言
っ
て
い

ま
す
。

三
つ
目
に
教
材
の
工
夫
で
す
。
そ
の

教
科
が
苦
手
な
生
徒
に
も
基
礎
的
な
力

を
付
け
る
た
め
に
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」

や
基
礎
的
な
資
料
を
準
備
し
た
り
、
一

人
ひ
と
り
の
興
味
や
関
心
に
応
じ
る
教

材
開
発
を
心
が
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
結
果
、
生
徒
が
意
欲
的

に
授
業
に
取
り
組
み
、
学
力
も
着
実
に

高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、「
わ

か
る
授
業
」
を
め
ざ
し
て
授
業
の
改
善

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



ミ
ニ
展
の
ご
案
内 
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＊
＊
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図書館だより 168-5529

「
お
は
な
し
隊

な
し
隊
」
の 

　
キ
　
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
や
っ
て
く
る
く
る 

「
お
は
な
し
隊
」
の 

　
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が 

　
　
　
　
　
　
や
っ
て
く
る 

「こまどり号」 「こまどり号」 「こまどり号」 
さよなら さよなら 

宅
配
サ
ー
ビ
ス
制
度 

団
体
貸
付
制
度 

　
図
書
館
に
来
館
で
き
な
い
方
に
は
、
月
に
一
度
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
が
本
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
図
書
館
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
多
く
の
人
が
集
ま
る
施
設
で
管
理
が
可
能
な
場
合
に

は
、
100
冊
を
限
度
に
施
設
に
本
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。
地
区
の
公
民
館
な
ど
で
利
用
し
て
は
ど
う
で

す
か
。 

　長い間、皆さんに可愛がられた移動図書館車

「こまどり号」も３月をもって引退することと

なりました。昭和56年８月から巡回をはじめ、

多いときには、市内35ヶ所のステーションへ

1,500冊の本を持って回っていました。 

　車の老朽化、遠隔地の分室オープンなどで「ト

トロのくるま」で親しまれた図書館車も今回そ

の役目を閉じることとなりました。 

　今までご利用いただいた方々には大変ご迷惑

をおかけしますが、今後は宅配サービス、団体

貸付などのご利用をお願いします。 

村
上
康
成
原
画
展 

〜
村
上
ワ
ー
ル
ド
へ
よ
う
こ
そ
〜 

４
月
５
日（
火
）〜 

　
　
　
４
月
24
日（
日
） 

　
今
回
は
、
瑞
浪
市
出
身
の
創
作
絵

本
作
家
で
「
水
ぎ
わ
族
」
を
自
称
す

る
自
然
派
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
村
上
康

成
さ
ん
の
原
画
展
を
開
催
し
ま
す
。 

　
展
示
作
品
は
「
ピ
ン
ク
の
い
る
山
」
、

「
青
い
ヤ
ド
カ
リ
」
の
原
画
40
点
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
な
ど
村
上
ワ
ー

ル
ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
あ
わ
せ
て
、
４
月
23
日（
土
）

に
は
「
自
然
の
歌
を
き
き
な

が
ら
」
と
題
し
て
講
演
を
開
催
し
ま
す
。

お
聞
き
に
な
り
た
い
方
は
、
４
月
１

日
よ
り
図
書
館
で
入
場
整
理
券
を
配

布
し
ま
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
の
た
の
し
い
時
間
の
中
か
ら
、

本
の
手
ざ
わ
り
、
お
も
し
ろ
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
、

た
く
さ
ん
の
児
童
書
を
積
ん
で
、

に
ぎ
や
か
な
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー

が
図
書
館
に
き
ま
す
。 

・
日
　
　
時
　
４
月
15
日（
金
） 

　
　
　
　
　
　
14
時
〜
15
時 

・
場
　
　
所
　
市
民
図
書
館 

・
対
象
児
童
　
２
歳
〜
５
歳 

・
参

加

費
　
無
　
料 

12平成17年３月15日



市役所や各コミュニティセンターなど、市の施設
の利用時間が４月１日から15分延長となります。
＜時間が延長される施設＞
◆８時30分～17時15分
市役所、稲津・釜戸・陶・日吉・大湫コミュニテ
ィセンター、保健センター、斎場、養護訓練セン
ター、ハートピア在宅介護支援センター、福寿荘
デイサービスセンター・桜寿荘デイサービスセン
ター、身体障害者デイサービスセンターさくら

◆９時00分～17時15分
化石博物館、市之瀬廣太記念美術館、地球回廊、
陶磁資料館、自然ふれあい館

※他市機関との連絡関係で、一部事務の取扱いがで
きない場合がありますのでご了承ください。

◎問合せ 秘書課　1内線314

毎月第１・３水曜日の午後行われてきました「一
般健康診断（主に就職・進学等に必要な健康診断書
作成）」業務は３月31日を以て廃止されます。
なお、結核患者等の接触者検診、被爆者検診、ウ

イルス肝炎検査（B・C型）の相談、HIVウイルス
検査、骨髄ドナー登録等は、従来どおり行われます。
◎問合せ 東濃地域保健所　企画調整課

123-1111 内線353

◆テーブルコーディネート講座（毎月第２火曜）
・時　間 昼クラス　14時～16時

夜クラス　18時30分～20時30分
・受講料 10,000円（全８回）
◆フラワーデザイン講座（毎月第１水曜）
・時　間 昼クラス　13時30分～15時30分

夜クラス　19時～21時
・受講料 3,000円＋花材代20,000円（全８回）
※上記講座、昼・夜クラス各定員15人程度
◎申込・問合せ （財）ｾﾗﾐｯｸﾊﾟｰｸ美濃　128-3200

・内　　容 展覧会場監視、ｱﾃﾝﾀﾞﾝﾄ、外国語通訳、
手話通訳、環境整備、ｱﾝｹｰﾄｽﾀｯﾌ

・期　　間 ７月１日（金）～８月31日（水）
・応募条件 ４月１日現在で18歳以上
・募集期限 ５月20日（金）
※詳しくは下記までお問合せください。
◎申込・問合せ 国際陶磁器フェスティバル美濃実
行委員会事務局（ｾﾗﾐｯｸﾊﾟｰｸMINO内）125-4111

瑞浪市役所　1 68-211113

◆スポーツ少年団の募集

◆ソフトテニス教室参加者募集（ソフトテニス連盟主催）

・対　象 市内の小学３年生～中学３年生
一般（市内在住者）

・会　場 市民テニスコート（市民公園内）
・練習日 月２回（第２・第４土曜日）
・時　間 ９時～12時
・年会費 2,000円
・持ち物 ラケット・テニスシューズ
◆ジュニア硬式テニススクール参加者募集

・対　象 市内の小学４年生～　　15人
〃　中学１年生～　　15人

・会　場 市民テニスコート（市民公園内）
・練習日 月２回（第２・第４土曜日）
・時　間 ９時30分～11時30分
・年会費 10,000円（保険料・ボール代等）
・持ち物 運動服、ラケット、テニスシューズ
・指導員 市テニス協会会員
・説明会 ４月２日（土）19時～市民体育館

保護者同伴で参加してください
◎申込・問合せ スポーツ振興課　168-0747

◆「バビルゾン派展」

・期　間 ３月19日（土）～３月27日（日）10時～17時
・入館料 一般・学生500円、小学生以下は無料
・内　容 19世紀のフランス｢バルビゾン村｣で活躍
した画家たちの作品展（ミレー、デュプレ、シャ
ルル・M・ドービニー等）

◆「ソンコ・マージュ　フォルクローレの魅力”05」

世界の天才ギタリスト、ユパンキ唯一の弟子ソ
ンコ・マージュ氏によるギター演奏をお楽しみく
ださい。
・日　時 ４月10日（日）15時～
・入場料 当日3,500円、前売3,000円
◎問合せ 瑞浪芸術館　166-2170
〒509-6102 稲津町萩原1220-２

種　　目 団　　　名

野　　　　球
瑞浪、土岐、陶、釜戸、日吉、
稲津、明世

ソフトボール
瑞浪、土岐、釜戸、日吉
稲津、明世

剣　　　　道 瑞浪、釜戸、陶
陸　　　　上 瑞浪、土岐、陶、稲津、釜戸
空　　　　手 MKC空手道、瑞浪小空手
ソフトテニス 瑞浪ゼロ、KAMADO童夢

市役所などの利用時間を延長

NPO瑞浪芸術館からの催し物のご案内

東濃地域保健所「一般健康診断」
業務廃止のお知らせ

４月から始まる「和を見つめ直す」
講座のご案内

国際陶磁器フェスティバル美濃
ボランティア募集

「スポーツしたい子大集合」
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新 首 都  

「東京から東濃へ」 

2005年３月1日現在（カッコ内は前月比）人口＝42,144（－78）世帯数＝14,194（－80） 

平成16年度　献血事業の協力状況 

風しん予防接種について 

医師による健康相談をご利用ください。 

ＢＣＧ予防接種のお知らせ 

精神保健相談・認知症（痴呆）相談 

健康相談 

乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞ 

健診・相談名 実　施　日 時　　間 対　象　者 持　ち　物 

９時～11時 

15時開始 

12時30分開始 

13時30分開始 

４ヵ月児健康診査  

１歳６ヵ月児健康診査  
※健診終了後希望者
に歯みがき教室を実
施します 

第１子は13時集合 
第２子以上は 
13時45分～14時15分 

母子健康手帳 
タオル・コップ 
※保護者の歯科健診も 
　同時に行います。 

母子健康手帳 
タオル・コップ 

平成15年９月１日～ 
　　　９月15日生まれ 

平成15年９月16日～ 
　　　９月30日生まれ 

母子健康手帳 平成16年11月生まれ ３月29日（火） 

中期・後期離乳食教室 母子健康手帳 平成16年８月生まれ ４月５日（火） 

６ヵ月児健康相談  
及 び 離 乳 食 教 室  

９時30分～ 
　　　　９時45分 

母子健康手帳 平成16年10月生まれ ４月５日（火） 

母子健康手帳 
歯ブラシ・コップ 

２歳児はみがき教室 平成15年４月生まれ ４月４日（月） 
２歳６ヵ月児はみがき教室 平成14年10月生まれ ４月11日（月） 
３歳６ヵ月児はみがき教室 平成13年10月生まれ ４月12日（火） 

６歳臼歯ムシ歯予防教室 平成11年３月生まれ ３月28日（月） 

４月７日（木） 

４月８日（金） 

　以下の事業所等に献血のご協力をいただきましたの
でご紹介します。ご協力ありがとうございました。 

　平成17年５月より風しん予防接種が満１歳過ぎの児
を対象に通年接種できるようになります。 
＊詳細については、毎月１日号の広報にてお知らせし
ます。 

＊健康カレンダーにも掲載してあります。 

・ 血圧が高めと言われた事がある方 
・ 最近気になる症状がある方 
・ 病院に受診するかどうか迷われている方 
・ 健診結果に不安を感じている方　　　など 
医師の健康相談が個別で受けられます。是非この機会
をご利用ください。ご家族の方の相談でも結構です。 

・大湫病院・東濃厚生病院・ＪＡとうと土岐支店 
・ユニー瑞浪店・バロー瑞浪店・㈱東海ベルテクノ 
・美濃窯業㈱・中京短期大学・㈱ヨータイ瑞浪工場 
・麗澤瑞浪高等学校・瑞浪精機㈱・丸理印刷㈱ 
・十六銀行瑞浪支店・ムライ機器㈱・中京高等学校 
・核燃料サイクル開発機構　瑞浪超深地層研究所 
・ソニーイーエムシーエス㈱西日本ＣＳフロントセンター 

４月13日（水） 
14時～15時 

日　    時 

医師の健康相談、 
血圧測定、検尿 

保健センター 

場　所 内      容 

4月1日（金） ◆場　所　保健センター ◆時　間　13時30分～14時30分 

対象者　平成17年１月生まれ～平成17年２月生まれ 
　　　（満６ヵ月未満でまだ接種していない児も含む） 
＊母子健康手帳を持参してください。 
＊予診票の内容が変更になりますので、接種当日にお
渡しします。（体温は会場で測定します。） 

4月12日（火） ◆場　　所　保健センター ◆受付時間　13時～14時 

＜担当＞精神科医師・精神保健相談員 
＊ 電話予約が前日までに必要です。秘密は厳守します。 

4月13日（水） 保健センター 
◎栄養相談：14時～16時　＊管理栄養士による個別相談 
◎乳幼児相談：９時30分～11時　＊身体測定と個別相談 

　平成17年４月より結核予防法の改正によりツベル
クリン反応検査が廃止され「直接ＢＣＧ接種」とな
るとともに接種時期が「生後６ヵ月に達するまで」
となります。今後は保健センターで毎月１
回実施します。 
＊健康カレンダーに掲載してあります。 

「ＢＣＧ予防接種」が変更になります 

※広報２月１日号に掲載しました、「瑞浪市健康づくり計画」の名称募集の締め切りを３月末まで延期します。ぜひご応募ください。 


